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熱音響システムの実用化に向けた研究を継続している．その課題の一つにおいて，システムの

出力の向上が望まれている．熱音響システムの出力の向上に向けては，システムの断面積と冷却

特性を把握する必要がある．しかしながら，詳細な関係はいまだに明らかではない．そこで本研

究では，直管型熱音響ヒートポンプをラウドスピーカーによって強制的に音エネルギーを入力す

ることによって，冷却するシステムを用いてその特性についての検討を実施した． 

実験に用いたシステムの概略図を図 1 に示す．全長 1.53 m のステンレスパイプの左端ラウドス

ピーカーを，右端は閉端とした．システム内には熱交換器とスタックを設置した．スタックの低

温端部の温度を熱電対にて測定し，冷却温度とした．システムの断面はφ24,42 mm とした．図 2

に測定結果を示す．入力音圧に対する冷却温度である測定結果を図 2 に示す．いずれの断面積に

おいても音圧上昇につれて，冷却温度が大きくなっていることが確認された． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 測定系概略図     図 2 測定結果 
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